
１　令和８年４月から地域勤務を開始する医師を配置する病院

※令和７年度と令和８年度で地域枠卒業医師が入れ替わる病院

２　地域枠卒業医師の病院への配置状況

３　今回の勤務病院決定（マッチング）のポイント 

　（１） 地域の医師不足の状況を分析し、二次保健医療圏別に候補病院数を決定した。

　　　　〔前期配置〕 高梁・新見 １病院、真庭 １病院、津山・英田 ３病院、県南東部 １病院

　　　　〔後期配置〕 高梁・新見 ２病院、真庭 ３病院、県南東部 １病院、県南東部 １病院

　（２） 配置を希望する病院について、前期配置・後期配置別に当該病院の教育指導体制や医師不足の状況等に

　　　  よる総合評価を行い、二次保健医療圏ごとに評価が上位の病院を候補病院として選定した。

　（３） 地域枠卒業医師と候補病院の双方の希望を踏まえてマッチングを行い、勤務病院を決定した。
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※マッチング対象外
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【参考】 地域枠制度の概要 

（１）開始入学年度 平成２１年度 

（２）貸与期間   ６年間 

（３）奨学資金の額 月額２０万円（６年間総額：１,４４０万円） 

（４）地域枠卒業医師、学生の状況（令和７年１２月現在） 

＜地域枠卒業医師＞ 

岡山大学卒 ４７人（地域勤務２１人、専門研修１４人、臨床研修１０人、その他 ２人） 

広島大学卒 １６人（地域勤務 ９人、専門研修 ３人、臨床研修 ３人、その他 １人） 

 

＜地域枠学生等＞ 

岡山大学 ２４人、 広島大学 ２人 

 

 （５）地域枠卒業医師の勤務パターン（例） 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 

臨床研修 
地域勤務 専門研修 

地域勤務 
専門研修 地域勤務 専門研修 

 

【参考】 地域枠卒業医師の地域勤務配置見通し 
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前期配置（卒後3・4年目～） 後期（卒後概ね7年目以降） 産婦人科

※ 2026年度以降の学生募集定員を4人（2025年度と同数）と想定しています。


